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B－77　　琴－モグラフa による度膚浅測定（$牛鞍）
　　　　　‐　局芦「戊膚温の廓節あヽよび環境温度による変動―

　　　　力乙や犬多岐　　Oi5?村照子　渡辺ミチ

　並並　局所皮膚彊の5:動素因とレマ、季節わヽxび環境温度口対よI/", z れいこよ^変

動の屑糸、そt見封的に明うかにしたいｔ考えた。
　が活　i. 孝節閉ま動■･周一袖授考色年閉にわた')追跡測定。測定年月は同羽年i一日、

十-ぢ月、T-8 月. w一川月, mi年卜^ 月、槌

への暴露は気温哨± 砧しに6owin,次いでヽ３、鉛、33土0.5'6-iり^0mm、勧かうり皮膚温読か
取) liヽ防ゑ。z. 環境蔵屋にょb変動り案境温度は、既、防、認、孔34-±05乙、暴時

閑はi.り司様。測定項目は、th, 直腸温、体東城少t、脈拍、血圧、m､遥々感、伏適死

罪。籾検渚は成人すヽ｝印－れ才）釦ゐ、遂裸体。皮膚温の読列幻戸ヽは3げヽ･

　結果　1.孝節変動に痢島枚り々うれ6鄙位ば、前藪、頬、頭。前腕、李背、指応、下

腿、足兎、跨マヽ、一般的に着衣により被痛丿-いヽ枡衣あむ。^.頭部おヽよびふ肢卸ぱ

向暖期r-低下、向寒期にエ昇色. 二
夏期より頚郡・エ駄舒温お高（、チ膨叢川球なり、皮膚温り分今幅お牡^乱3.

^2－Z8‘乙、3ト34-b仙吻･f ^局贋皮膚温の環境濃度I 'c射平周徊乙考と求め叫も集ヽ

O.ZZ-O.笏顔飢頭部、0.鴎－0.佃背中央、エ収等脂肋の少な心
脂馳尤基弟レい顔面、れ幹部わよαヽ手秤足部以ﾀﾄの四服夥り均皮膚温印｡51- )、1.00 -1.

4（^部、足部に分類さn.変化希＆解剖学的形態乙の関係かホ唆り

f.化り変曲溥､はいずれの部位につしべも?2－3＼ 'c潤､--存在し、受身温々慮のヽﾔ支湿度、よ､、

下肢付和力ヽう末場への温度勾配の恙転蔵度尊と､の一一致色ホレだ。

B－78 斟り男子欽慕.の友蔵気候1-.っいて

i吋々友叉れ

　盛夏舛い於ﾘ’3 男J の怜

'A (■-っいて測毫を行ない. そ・机熱状熊を比較レ馳。

　吏瞼i. の屡t. li. 雀哭^? ～リ'c、差暖≫り～yj 7.の蚕£状態で S^ つf-。祗試した

A匯m. 救也甲ii^に々く^ ら政5 ポ') エハr ･レlゑ停とし, これに岬ヽ禽，もなと･ と羨繊

したものI'. 背ぷ上下. ↑フア'; －-・f
/≪が長袖7 づシャツ,

牛油ワインY 7. 肩す付ず

袖ンてツ. 酬標令柏シ，ツなと'v. .-r-"リエ7.テルり農印雫(J お～6S 'Aどあ■> t-。こ政

らoi 乖紙r,よ- ^ 沸t-.為合と. i^M uし3 シfフスタイ･レt l~分It,　I r-~.それぞれネ

; リ（絹。，%)　をしおれ場合V t｡'I"-ついz. 組洽延i責乞て漕蕉しれ。袱験秀･i、辞

／re '/.め肌差（ラ-/●ング丿（ｱ, /ぐ-/･フA ぴ゛靴下) を蕭nて･. 民験t内r I 時i司妙カリ'-

ｔごレ, そ・後，秀記の衣朕り§隻レI 時同社ま時のり隻羞，肺勢艮膚温び-ミスター

藻ﾉ貧升，東叩柿創劃並白--ふ浪蔵層胡の浪庫，0i演（鉱威藁｡暴漢（昭和建什々）/5『

気動徽風ま吽，旁IS化f 昏械）･,測走り3- つr--｡。

　そ・If 栗，上M なしo) y -^ツフタづ，レo,li,今z' a. 測衿ン々ツめ挨無知求心’たで，　つぃ

r摩瀦シャツと肩す付シxツf、長畑y 。ツド鵬く, ■?らい，^クタ-I をし*> f-iSd冷(If)

好郷&.く）ヵらHi. I 'j低く，そ･,順弧も湾足しt: 慄であっ仁。If-. J^^ をつ>; ^ 7夕う

をしめひ-(|"含,ぷ，サ7アり一丿隻崎の裁無効累,･ド紅で, つぃz' 有広4 袖■/・ツざ. 千畑y

々ブが最嗚ぐ/）つr--.　i f--, 衣肢内≪気勣tJ ^ ～¥'"／sa。. こit tｌ釆〃～つ4ｅ（･

゛~報I- fi じられt いい£ぷ'I小;･い。


